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会派視察実施報告書 

  熊取町議会政務活動費交付要領第11条の規定に基づき、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

視 察 期 間 ２９年 ８月 ２日㈬ 

）～ ２８年 ８月２７日（㈯） 視 察 先 吉野町 津風呂湖  名張市 正連寺湖観光村ぶどう組合 

視 察 目 的 

① 津風呂湖周辺について 

② 青蓮寺湖観光事業について 

出 席 者 氏 名  阪口 均、  浦川 佳浩、  坂上 昌史 

旅 費 明 細 

   交通費 

 レンタカー・高速代 10,008 円 

    日当  （3000×3）9,000 円 

   小  計           19,008 円 

  

 

 旅費総額 

               ３ 人分 

 

             19,008 円 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．報  告  書 

吉野町・津風呂湖 行政視察報告               平成２９年８月２日 

吉野町にある津風呂湖は周囲 11 キロメートルのダムであり、現在は観光、レジャーや 

釣り等に利用され、特にバス釣りやワカサギ釣りは有名である。運営は「津風呂湖観光 

株式会社」が行っている。数年前から始めたワカサギ釣りは日本最南端でのワカサギ釣 

り場で、毎年人工ふ化させた稚魚を放流し冬場のワカサギ釣りに備えている。この湖は  

水深 20 メートル以上あり、夏場にはワカサギは水深 20 メートル以下で生存し冬場には 

湖面に近いところで生存する。ブラックバスはその逆で生存するため同じ湖で共存でき 

ている。そのため冬場はワカサギ釣りの客が来て、それ以外のシーズンはバス釣りの客 

が来るというサイクルができ、うまく回っている。 

それ以外では遊覧船で湖を一周したり、ボート遊びやカヤック遊び等のレジャーが楽 

しめる。そして湖の周りには桜の木が植林されていて、春には桜並木を楽しめるように 

なっている。 

名張市・青蓮寺湖観光村ぶどう組合 

名張市の観光を活性化するため青蓮寺湖観光ぶどう組合が、1 月から 5 月はいちご狩り 

7 月から 10 月はぶどう狩りを行っている。組合のメンバーは現在１７の農家で構成さ 

れている。かつて 40 数軒以上あった農家が、後継者不足等で１７まで減ってきた。 

来場者もピークは 8 万人から 9 万人あったが平成 27 年は 3 万 6 千人、平成 28 年は 

3 万 4 千人と減少に歯止めがかからない。組合として現在の課題と対策は、リピーター 

を増やすために新品種の開発や、いちご狩りとぶどう狩り以外の楽しみ作りとして、 

釣り堀や芋ほりを取り入れている。 

視察を終えての感想 

阪口：津風呂湖の観光の要素を熊取にあてはめられないかと思ったが、環境的には永楽 

ダムとその周辺ということで非常に近い環境にあるが、ダムの大きさや水深の違いが 

決定的に違ってそのまま持ってくるには、不可能である。しかしワカサギ釣り以外 



の釣りを集客材料としてダムを利用することには可能性があるように思える。いずれに  

しても自然をうまく利用した観光資源を活用しない手はない。 

次に青蓮寺湖観光村ぶどう組合についてであるが、熊取の農業にはない種類のことを 

行っている事業である。本質的には農業従事者の不足等、にかよった問題は共通した 

ものがある。一つ参考にしなければならない点は、若者を中心に今後の農業を真剣に 

考えている人たちがいるということである。 

 

浦川：熊取町産業振興ビジョンで住民からの『熊取町の強み』アンケートの結果、 

第 1 位として『熊取町には自然が多い』という意見が圧倒的に多く寄せられた。 

歳入予算が減少している本町において、住民の意見を反映させるべく、自然を活かした 

収益事業として『永楽ダムの活用』を考え、奈良県吉野町の津風呂湖、更に三重県 

名張市の青蓮寺湖へ視察に伺い、代表者に話を伺う機会を得た。 

双方ともに、紆余曲折がありながらも現在に至った過程など、貴重な話を伺えたが 

ダムのスペックの問題、国からの補助金導入のタイミング、地域の特色など、今すぐ 

本町に導入出来る様な簡単な事業ではない事が分かった。 

しかしながら、もう少し色んな視点・色んな事業を検討し、自然を活かした収益事業を 

粘り強く考えていきたい。 

 

坂上：永楽ダム周辺の自然を生かした収益事業はできないかということで、津風呂湖 

と青蓮寺湖に視察に行った。 

 津風呂湖で行っているワカサギ釣りを、そのまま永楽ダムに持ってこれないかと考 

たが、ダムの水深や大きさが決定的に違いワカサギを育てることが出来なことが分か 

った。 

 青蓮寺湖では観光農園で集客していたが、担い手不足の問題や観光客が飽きないよ 

うに、新しい品種への取り組みなどを考えられていた。 



 今回の視察では熊取に合うような事業ではなかった。しかしどちらの事業も民間が 

その環境を活かして人を呼びこんでいる。永楽ゆめの森公園や周辺の自然環境も、い 

かに民間事業者が魅力を感じられるか、利用しやすい物にしていくかが課題だと感じ 

た。 

 

 

 

 

 




